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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
家庭生活や産業活動に伴って排出される可燃性の廃棄物は，焼却処理の後，発生した焼却灰が最終
処分場に埋立処分されている．この焼却灰の中に含まれる有害物質のダイオキシン類は強い毒性を有
することから，その発生量を抑制して環境への排出負荷を最小限にすることが強く求められている．
特に，焼却灰を埋め立てている最終処分場からは，埋立層内への降雨の浸透によってダイオキシン類
を含む浸出水が発生するため，これらを周辺環境に漏出させないためのダイオキシン類の処理技術を
確立することが不可欠となる． 
そこで，本論文の著者は，まず国内の 13 カ所の最終処分場において，発生する浸出水に含まれる
ダイオキシン類の濃度や，促進酸化処理装置のない既設の浸出水処理施設におけるダイオキシン類の
除去特性について調査を行い，埋立物や埋立経過年数と浸出水中ダイオキシン類の濃度との関係を見
出すとともに，既設の処理施設による浸出水中ダイオキシン類の除去能力を明らかにしている． 
次に，最終処分場からのダイオキシン類の排出負荷をより減少させるために，上記の最終処分場で
採取された浸出水を用いた実験を行い，オゾンを中心とした３つの促進酸化処理法による処理条件と
ダイオキシン類の除去率との関係を見出している．また，浸出水に含まれる有機物によるオゾン反応
量を実験から求めることで，ダイオキシン類の分解に必要なオゾン反応量を表示する関係式を導出し
ている．さらに，最終処分場浸出水処理のために促進酸化処理装置を導入する際の選定方法と，施設
の管理方法について提案している． 
以上のように，本論文は最終処分場から発生する浸出水に存在するダイオキシン類の排出負荷を定
量的に把握するとともに，浸出水中のダイオキシン類濃度を低減化するための促進酸化処理条件の最
適化を行い，さらに促進酸化処理装置を導入する際の選定方法と管理方法を提案している．これらの
知見は，最終処分場におけるダイオキシン類抑制対策を検討する上で極めて有用であることから，廃
棄物処理工学の発展に寄与するところが大きい．よって，本論文の著者は博士（工学）の学位を授与
される資格があるものと認める． 
